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　「人間」とは，人間の真の姿とは何なのかは，我々の最も知りたいことがらであろう．また実際，
人類の数千年の歩みの中で，人間に関するさまざまな，宗教的，哲学的，科学的定義が与えられ
て来た．しかしそれらの概念規定は，そのままではｰそれはことばの持つ限界であるがｰけっ
して我々に人間の真の姿を教えてはくれない．森有正氏が指摘しているごとく，「それ,らの人間観を
そのまま観念的にうのみにし，それをもってわれわれをも人をも律しようとする時，ここに悲しむ
べき非人間的な曲解と強制と無理解とが生ずるのである.」1）そこにまた，自己においては, ,.das
werdende Dasein“（人格）の硬化・形骸化が始ま.つていると言わなければならない．「深い体験を
基礎とする優れた文学作品は，それが具体的現実に近い形象をもって訴えてくるが故に，人間がな
んであるかということを，概念的なあらゆゐ哲学や･神学に先立って，われわれに労那させてぐれ
る」1）と共に，実際に，概念的な相違にもかかわらず，我々の存在のより深みにおいて我々を和ら
がしめる力を持っている．それはさらに積極的に，我々を変革しつつ真の人間の姿に近づく可能性
を，そしてまた，「共にある生」への基礎と道を切り開いてくれることを意味す乙のではあるまい
か．「体験」の裏付をおろそかにした，観念や教条と堕してしまった人間観がいたずらに混乱と無
理解を生んでいる今日の社会の中で，我々は今一度，優れた文学作品の中に真の人間の姿をさぐる
必要があるだろうし，また文学作品の創造は出来ないまでも，自己の生を自分なりに創造的に生き
ることによって真の人間の姿をさぐる責任があるだろう．
　以上のような関心の為でもあろうが, Bildungという問題は，私がこの作品を読んだ時大きく浮
かび上がって来たものである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　曇　　　　　　　　　共　　　　　　　　　共
　この作品に於て。Bildung“を考える場合, (1) Wilhelmの内的発展としてのBildung,及びそ
のBildungの姿を問題にする場合と, (2)作者が主人公以外の人物において形象化し，あるいは語
っているBildungをも含めてこれを問題にする場合との二つが考えられる。前者はこの作品に，主
に小説形態論から光を当てて考察される時に中心問題となってくる。この小説は。Bildungsroman“
なのか。.Entwicklungsroman“なのか。.Weltanschauungsroman“ なのか等が問われるわけであ
る。今私の関心は｡Bildung“そのものにある故に，後者のより広い領域において。Bildung“をと
らえたいと思う。「主人公の演劇的使命が終ってから，作者の目はもっぱら客観的存在を描くこと
に向けられ，主人公は外面的にこの存在に編み込まれる形になり，主人公自体の歩み,の中から人間
展開の目標が熟してくるのを見定めるのに焦噪をおぽえた感があって，「美しき魂の告白」を境に，
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理想を実現されたものとして主入公に示すという近道を選んでいる.」2トとM. Wundtは言って
いるが，これは正しい指摘だと言える．小説の後半の諸巻においては;, Wilhelm自身のBildung
は中断された形で，十分に形象化されていない．その反面，これらの諸巻においては，他の諸形姿
の中に。Bildung“が語られている･し，また形象化されているのを我々は見る..
　　　　　　　　　　共　　　　　　　　　　曇　　　　　　　　　　曇
　第５巻において, Werner宛の手紙の中で，はじめ"t, Wilhelmは，自覚的に，自己のBildung
をめざす決意を語っている．そして｡Bildung“を，『自己自身との調和』，「自己自身の資質CNatur)
の調和的形成」3Jとしてとらえている．しかしこれらのBildungsideeは，われわれが後でより詳
しく見るように，いまだその目標の明瞭性と具体性を欠いでいる．彼のこの生の段階においては．
,Bildｕｎｇ“を得んとの漠然とした意志が覗くのみであると言えよう．
　他面この段階までの主人公の歩みの中で，自党的ではないが,おぽろげな内的衝動として｡Bildung“
への意志が潜在的に働き，主人公を動かして来たと言える.我々はWilhelmの歩みを最初から追
ってゆきたいと思う．
　　　　　　　　　　共　　　　　　　　　共　　　　　　　　　共
　我々はまず最初に，自分の家，あるいは父の職業，あるいは市民的生活に対して嫌悪を抱き，そ
の圧迫から自由になりたいとの強い欲求を持っているWilhelmを見出す．ではWilhelmはなぜ
市民生活を嫌うのであるか．そしてまた如何なる世界を憧憬しているのであるか．それはWerner
　　　　　　　　　　　　φとWilhelmを対比することによって，また上のニ人の父‘とWilhelmを対比することによって表
現されている／前三者の世界，即ち商業の世界は，ただ収益のみを獲得‘し享受せんとする世界であ
り，その求めるものは人間にとって，人生にとって「どうでもよい第＼2義的なもの(das Beiwesen)」
であるとしかWilhelmには思われない．人間の内的関係を重んじ，心情，情熱，感情，心一一以
上の言葉は何度となく繰り返えしWilhelmの口をついて出てくる一一に重きを置くWilhelmに
は，「内実のない殼だけの世界」である．存在としての精神あるいは人格の世界に対し，所有とし
ての「物」の世界であると言って良いだろう. Wilhelmは何とかこの「欝血した世界」から逃れ
んとしている．
　ではWilhelmが求めている世界とはどのようなものか，その積極的な意味において今少し詳し
く我々は知りたいと思う. Wilhelmはこの市民生活から脱け出し，演劇生活に入ることにおいて
自分の高い目標が達せられると信じている. Wilhelmはさまざまなものを演劇世界に期待し，機
会あるごとにそれについて語るのである．それらの期待するものを個々に挙げてゆくと際限かない
故に，枚挙することは控えたいか, Wilhelmが求めているものの中心，核は何かを尋ねる時，そ
れは明確とは言えないことを知る．主人公の舞台へのあこがれは幼年時代にまで深く根を持ってい
ることは確かだが，今その舞台へのあこがれが, Marianeへの愛により刺激されて甦えって来た
一一一一即ちMarianeへの愛に重点があること一一という点において，また演劇的使命遂行という目
標を掲げているごとくであるが，目標に向かう意志的努力は無いとい･う点において，さらには現時
点において主人公の求める世界が「舞合」というー･所に限定されているのではなく，むしろ市民社
会からの脱出という点に重点があるという以上.三点において, Wilhelmの求めているものは漠然
としていると言わざるを得ないし，それに積極性を見つけることは出来ない．さまざまなものを期
待している中で，主人公の求めているものの中心は，具体的な世界であるよりは，「心の高揚」で
あり，「感情」であるように思える．故に今我々,はレWilhelmの求めている世界を，漠然と> ,,die
edle groQe Welt des Geistes“という言葉で表現しておいて良いであろう．
　我々はまた彼のMarianeへの愛の中に，主人公の求めている世界を覗き見ることができるl
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舞台へのあこがれは，前述したように，・Marianeへの愛によって触発されたものと言える故に:，
Marianeへの愛の方が，前者よりもより本源的にWilhelmの求める世界を語っていると言うべき
であろう. WilhelmにはMarianeの現実の姿は恋のヴェールか掛って見えない. Wilhelmは情
熱の対象を自分と一緒に高め純化する．ざらには自分の憧憬する一切のもの，即ち, das Edle, das
Wahre, das Schene, das GroBe 一切を，いねば彼の高揚され，満ち溢れた感情の作りなすイメ
ージの一切を彼女に投影する. Wilhelmの愛は現実のMarianeを通り越している. Wilhelmの
求める最後の目標は，現実のMariaiieとの結合ではなく, Wilhelm自身の内なる形而上的精神の
世界とのより高い結合であると言えよう．この愛は，言葉の最も高い意味でのープラトン的意味
での Erosと言うべきであろう．しかしそれは一種の。die gegenstandslose Liebe“ である.
　　　　　　　　　　　　￥　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１主人公の求める世界一-一一それはMarianeに投影するという形で表現されているのであるが一一-そ
れを我々は，主人公の舞合への情熱の中で見たごとく, ,,die edle, groBe Welt des Geistes“と
いう漠然とした言葉においてしか今はとらえることができない．
　この小説の話者は, WilhelmのMarianeへの愛，情熱を，距離を置いてイロニーをもって語っ
ている．底者はこの情熱を全く否走し去るのではないが，それはやはり．ふｅ wahre Liebe“ で
はなく. ..diescheinbare Liebe“ であるととを暗示しているようすごごしかし話者はWilhelmを愛
情と好意をもって見ている．我々もまた1 Marianeへの愛によって語られていi> Wilhelmの精神
の世界への愛は, Wilhelmの今後のBildungにとって欠くことの出来ない基盤であるどとを知ら
されてゆぐ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プ
　　　　　　　　　　共　　　　　　　　　　　曇　　　　　　　　　　　曇
F ･ - d
　WilhelmのMarianeへの愛は破綻に終る. Wilhelmほその存在の根底から危険に晒される痛
撃を受ける．我々が第二巻において見出すWilhelmは，何の目的も目君もなく，ただ心の空虚を
蜂らわす為に生きているような人間である．
　三年の時の経過の後Wilhelm は再び商厠の旅に出る. Wilhelmにとっては何の目的も熱意も
　　　　　　　　　　　　　¶　　　　ｉ　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　●　　●　　　ｓない旅であり，閉鎖された市民生活から自由な世界へと逃げ出す形である．しかしこれはWilhelm
の新しい人生への出発を意味してくる．この時点におけるWilhelmほど不思議な存在叫ない.
Wernerの･即ち。einer von gepriiften, in ihrem Dasein bestimmten Leuten“ の全く逆の人
間である．軟らかい本性を待った型のない人間．何らの規定的な尺度も方向性をも持だない人間で
ある．全くもって受動的な人間である．何ものでもないが，いかなる者にもなりうる人間である／
　では，全く偶然的に投げ込まれた世界の中でWilhelmはー･休何を選び，何を捨了るのであろう
か．それは，自己のHerz, GefiJhlが引かれるままに愛し，そして選び取るのである．実際，以
後のWilhelmの歩みを追う時，我々は，自己の感動の赴くままに彼がPhilineを愛し, Mignon
を愛し，竪琴弾きを愛し，伯爵夫人を，そしてまたAurelieを愛するのを知る．しかしWi!helm
は外から働きかけてくる外界の印象に翻弄されて，その奴隷に成り下ることはない．それはどこか
ら来るのか．それは, Wilhelmの心と感情をそのより根底において規定するものとして，彼の存
在の根に「精神の，高貴な偉大な世界」への執拗な憧憬-それは高貴なもの，善きもの，真実な
ものへの憧憬と言っても良いｰかおるからである．私はこの憧憬の中にWilhelmの選択の能動
的方向性を，即ちWilhelmの倫理の方向性を見るのである．ひとまずその一例を挙げるならば，
Wilhelmは，偶然一夜の宿を定めたある町で，サーカスの一団が多くの人々を興恒に巻き込むの
を見て，彼に再び舞合への情熱が目覚まされる．そして彼は自分の高められた感情を次のように吐
露する.
　　　　,,Welche kostliche Empfindung muBte es sein√wenn man gute. edle, der Menschheit
　　　wiirdige Gefuhle　ebenso　schnell　durch　einen　elektrischen Schlag　ausbreiten, ein
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　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t･･･　●　「l　　d.●　I　　　　　　●　　’tllsolches Entzucken unter dem Volke ｅ･1･regenｋりnnte‘，μＳdiese･ Leute durch ih婬
　　　kOrperliche Geschicklichkeit getan haben ； ｗｅ皿 ｍａｎ:der Menge ｄ心 Mitgefuhl alles
　　　Menschlichen geben, wenn man sie mit der Vorstellung des Glucks und Ungliicks,
　　　der Weisheit und Torheit, ja des Unsinns und der Albernheit entzunden. erschuttern
　　　und ihr stockendes Innere il!freie･ lebhafte!ind reine Ｂｅ｀″egung setzen kSnnte ！“｀4’
　Wilhelmにとって人間と人間との関係が何よりも重要事である:そして人間は，自由にされ,純
粋にされた，生き生きとした内面に於て，即ち　。das gute, edle√der Menschheit wiirdige
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●i　　　9　　　　　■　　　　　　　　　　　　　¶Gefuhl“において，その存在の根底から結ばれる．他の言葉を使用すれば，「純粋な感情による一
切の人間的なるものの共感」によって結ばれるのである．そしてWilhelmは他の何にもましてそ
れを求めている．「感情」の赴くままの選択ではあるが，しか.しその感情はより根深い所で規定さ
れていると言える．偶然的で，全く目標などないようμﾆ思える彼の歩みの中に，我々は方向性があ
るのを知る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入＼　　‥
　次にPhilineとの関係を考えて見よう. Aurelieの倫理からするとPhilineはだらし無い淫らな
女である．実際当時のドイツ，特に上流社会においては, Philineは不評判の女であったし, Herder
でさえ彼女を堕落した不道徳な女として, Wilhelmがこの女性と交わりを持つことを非難してい
る．しかし，自由で柔軟な，開かれた魂を持ったWilhelmヽは, Aurelieの閉鎖された心（倫理）で
は理解できないPhilineの良さ，美しさを感じ取るととが出来げそれを愛する. Philineはこの小
説の中で最も生き生きとみごとに形象化されている人間の¬人であろう．彼女は女性の感性的な美
をそのまま体現したような女性である.。Sie ist die wahre ＥｖａトdieStammmutter des weiblichen
Geschlechts“.5’である故に全ての「男性」が彼女に魅含つけられる．だがWilhelmが彼女に心
ぴかれるのはそればかりではなく，外見とか体裁とか，さらにぱ習慣とかを一切突き破った所にあ
る彼女の自然さと真実さである. E. Turnz　は　。Mignon dis Sehnsucht, so ist Philine der
Schmetterling, ist schQne leichte Lebenskunst. “ 6”だと言 う√彼女はあるがままであって，だ
がけっして自利的でも巧利的でもない．ある一面彼女は節操のない女性であろうが，他面「つくろ
い・偽りを知らないという面から見れば純粋で透明であると言える.」7’また，彼女は自分の愛を受
け入れてもらえない男性に対して「わたしがあなたが好きなのはあなたにはどうでも良いことです
わ」とさえ言い切ることの出来る高い心根を持っている..。
　WilhelmはPhllineをはじめ，多くの女徊に魅かれまだ愛する．それらの女性のGestaltの一
方の端はNatalieであり，他の端は, Aurelieのおばのような女性ではなく, Philineである.
WilhelmはPhilineの美しさと真実さを愛するが，堕落した女･･娼婦を愛す,ることはないのであ
る．我々はHerderのようにWilhelmとPhilineの交わりを嘆ぺのではなく, Philineの真実さ
を解することの出来るWilhelmの「聞かれた魂」を評価せねばならない．そしてまた，この魂は
｡Bildung“にとって不可欠のものである．　　　，　　　　　∧
　次にWilhelmとMignonとの関係を考えてみてもWilhelmの心の本質が明らかになるだろ
う．この小説の諸形姿の中で我々読者の心を最もひぎつけるもめ，そして読後も最も鮮かに心に残
るのはMignonのそれである．　より正しくは, Mign。ｎとWilhelmとめ関係の中に形象化され
ているMignonの姿である. WilhelmはMignonをレ倅栗師の座長の容赦なく振り下される聊
の下,から救う．ここではじめて，今まで一度も人に対して闘い.だことのなかったMignonの心は他
人に向かって解け始める．ここで彼女は，命を救ってもらった主人に心を込めて仕える，新しい健
気なMignonとなる. WilhelmがMarianeの思い出の心痛に苦しむ時，その苦しみを密かに察
するかのように, Mignonは，他の誰にも頑として見せようとしなかった卵踊りによって彼を慰め
る．この時Wilhelmの心の中に，「この捨てられた子供を自分の子として心に刻み込み，自分の
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腕に抱き寄せ，父の愛をもってこの子の中に生の喜びをめざさせてやりたい」8’
1とめ決意か呼び醒
されてくる／このようにしてWilhelmとMignonとの心の関係は，愛と庇護と信頼とにお卜
て，ますます深く，ますます離れがたく堅くなってゆく．このMignonを人間のもつ憧憬の象徴
としてと･らえることが出来るであろうし，あるいはまたレゲーテの内部の，人間の悟性では分り
切れないデモーニッシュなものの象徴としてとらえることが可能であろう．しかし形象化されだＩ
Mignonの本質と, WilhelmとMignonの関係・結びつきを，いかなる人間も充分に説明すると
とは出来ない;　ここに我々はただ芸術の偉大さを知らされるばかりである．　　　　　　　　‾’ダ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　1　●　　　sF　　　　　　　　　　　¶このように次第に深まってゆく二人の関係に織り込まれるように描写されてゆくのは, Wilhelm
と琴弾き老人との関係である．　　　　　　　　　　　　　　　∧　ト　　　　　　　　’　　＼
　　　･｡Ich singe, wie der Vogel singt,
　　　Der in den Zweigen wohnet.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　..
　　　Das Lied, das aus der Kehle dringt,
　　・1st Lohn, der reichlich lohnet ;　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　.‥“9），
と歌う老いたる琴弾きの，けだかくもまた心底を揺振る歌によっで，彼の感情は高められ,．この老
人にも彼の魂は結び付けられる．最初の出合いのすぐ後／第一にはMariane‘の思い出の心痛，第
二にはPhilineをめぐっての嫉如，そして第三にはMelinaの卑劣なあてこすりに，すっかり滅
入ってしまったWilhelmは，再び琴弾き老人の所へ引き寄せられるように赴く．今の心的状態の
Wilhelmに，一人歌う老人の「心の奥底から湧き出してくる憂いと嘆きの歌」は, Wilhelmの魂
の奥深くまで惨透る．不幸と苦悩を背負った老人の嘆きの歌は，そのまま，不安と苦しみに締め付
けられているWilhelmの魂の表現ともなるのである．このように苦悩と悲しみを通して二人の魂
は結ばれてゆく.　　　･･
　Wilhelmが旅芸人一行から離れて旅を続けるか否かに迷う時, Wilhelmの心を縛るのはMignon
の純粋な姿と魂，そし七琴弾き老人の芸術である．彼に最後の決定をさせるのは彼のMignonへ
の愛．即ち，彼女の体がその流す涙と共に解けてしまうかと思われた，あの全存在，全魂をもって
するMignonの愛に対する，彼の高められた感情である．そして彼は，いかなるものを犠牲にし
てでも，遺接自分の心・感情が命じるままに決定し生きるのである. Wilhelmに比し，「硬い冷た
い心」を持った人間JarnoはMignonよ琴弾き老人を理解することが出来ず，二人をひどく嘲弄
する．それに対レ匿然としてWilhelmは答える.
　　　　｡alles, was du mir anbieten rnagst, ist der Empfindung nicht wert, die mich an
　　　diese Unglucklichen bindet.“1o）
そしてTamoが彼の将来に約束する地位と財を蹴って，不幸な者達と生を共にするのである．
　駆け足であるが今少し, Wilhelmの心の動ごきを追ってみよう. Wilhelmが伯爵の城に行くか
行くまいかに迷っている時，結局彼に決心させるのは｡die grofie Welt“―Wilhelmはいまだ知
らない貴族社会をそう思い込んでいるのである･-と。die schQne Ｇｒ託ｎ“に対する憧憬である.
Wilhelmの内面は優柔不断で，その歩みはまことに心もとなく見える．しかし彼はdas GroBe,
das Gute, das Wahre に向かって大きく開かれた存在である. Wilhelmが貴族社会を高く評価
し，それにあこがれるのは，彼が貴族主義者であるからではなく，そこに「人生の第一義的なも
の」かおる，真実なものがあると信じているからだ．
　伯爵の城においてWilhelmは，上流の社会のさまざまな人々に出合うことか出来，より広く社
会と人々を知るととができた．特=に，高慢で怜俐であるが，信念を待った活動的な人間Jarnoを知．
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つたこと，またJarnoを通してフランス文芸，イギリス文芸を知ったことは，やはり意味のある経
験であったと言える．しかしここにおいては，彼が真に｀求めていたものを見出すことは出来なかっ
た．作者がワイマールの上流社会を知っているだけに，貴族社会の現実を描くその生き生きした筆
致はみごとである. Wilhelmにとって期待はずれの貴族社会の様が展開されるのである斌その一
例を彼らの芸術理解に関して見るならば，伯爵か考案した皇子歓迎の為の前座芝居は，肖像画や花
冠や飾文字のイニシャルで，さらには皇子の諸徳を寓話的人物の登埴で誉称えようとする，直接表
現型の月並み極まりないものである．伯爵夫人も，詩の朗読よ万も化粧品，装飾品の方が大事であ
る．男爵の演技の評価は恣意的な依枯昂圓でしかない. Wilhelmは，最初は，貴族達に取り入ろ
うとする所さえ見かけられるほど，自分の心労の作品を見ても’らえることを喜び，そして評価され
んこ･とを期待して上演に心をくだくが，貴族達の芸術理解や，俳優評価の低さに幻滅せざるを得な
いご彼らにとって芸術は，「人間性の自然・真実」とは何の関わりもない気晴らしであり，慰みで
しかない. Wilhelmは貴族社会の現状を知るにつけ，漸次それに顔を゛そむけるようになる．貴族
社会に於てdas Edle, das Gute, das Wahre を見出し得るのには，六，七，八巻を待たねばな
らない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀ヘ　ヘ　ト　’｀
　しかし，彼はそこで, Jarnoを通してShakespeareを知ったyこれは貴族社会に於て出会った，
彼の最大の出来事であった. Wilhelm ‘は古い城の奥まった４室に閉範り, Mignonと琴弾き老人
以外の誰をも入ることを許さず, Shakespeareの世界に没入ずるご彼印幾会を捕えては，熱を込め
てバムレット論を展開する．我々はその口調から，彼がいかにパムレッ斗に心がとらえられている
かを伺うことが出来る．彼のdas Edle. das Gute, das Wahre を求めてやまぬ憧憬が，まさに求
めていたものを見出し,・そこに金存在を震錨する関係が成立する八;　　　　　　　‥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ　．　ｊ　¶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’゛じ　｀　’゛’・
　　　　　｡er lebte　und webte in der　shakespearischen Welt, so daB er auBer sich nichts
　　　kannte noch empfand.“11”　　　　　　　　｀II　；　　ト
　　　　　,,-So sa6 Wilhelm, und mit unbekannter Bewegu叫I wurden‘tausend Empfindungen
　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　１.
　　　und Fahigkeiten in ihrti rege･ von denen er keinen Begriff und keine Ahnung gehabt
　　　hatte. Nichts konnte ihn aus diesem Zustande reiBen, und er war sehr unzufrieden,
　　　wenn irgend jemand zu kommen Gelegenheit nahm, um ihn von dem, was auswarts
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.y　　　　　　　　　　　　　　”
vorging, zu unterhalten“. 12J　　　　　　　　　’｀　　　･-　　　　　　　・
シェイクスピア体験は，今まで全く知りも予感もしなかったような感情，能力が，彼の内部で解放
され，泡立ち，充ち溢れる体験である. Wilhelmがdas Edle。das Wahre, das Gute に出合っ
た時には常に，彼の全自我は完全にそれに捕えられ．祖手の底坤れない深みにまで引きずり込まれ
る．これは｡Sich-Entselbstigen“の消息である．しかし避追の対象へのこの｡Sich-Entselbstigen“
を通して，遊追の相手か主人公の内部に入ってくる,．そしてその次元にまで彼を引き上.げ，彼を拡
大する．即ち彼は，選遁の対象の次元・世界を自己･に獲得するめである. Sich-Entselbstigenは，
開かれた魂を持っている人間において始めて生じ得る出来事である．ごのSich-Entselbstigenは
彼の現存在の本質的な性格であり，そしてまた，「Sich一Eiitselbstigenを通しての上昇」は，彼の
Bildungの根本法則であると見て良いと思う．高貴なもの，善きもの，真実なものをその内に持
っている対象との遍追の際，程度の差こそはあれ，恥れはWilhelmに於て常に生じている．最も
典型的に生じるのは, Shakespeareとの, Natalieとの, Lotharioとの避遁に於て，そして恐ら
くdie sch6ne Seele との避追においてである．岑らにはMignonや琴秦老人との遜遁においても
そうであるj　それに比し，単なる貴族社会や伯爵夫人にはWilhelmは距離を保っていると言え
る．それは逆にdas Edle, das Gute, das Wahre に遍遍していない証拠でもある．
　この小説において，芸術作品との避追は, ,>Bildung“ に対して,I現実の人格との避遁が持つのと
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同じ作用．意味を持.つている. WilhelmはShakespeareの作品を「非常に穏やかな形で自分自
身を知らせてくれる.」「人生と運命について書かれている」申,と言い．また, Wilhelmの熱を込
ぬたハムレット解釈を間いたAurelieは次のように言う．　　　　　．，　　　　　　　　　　　ダ
　　　　･;ｅsscheiht eine Vorempfindung der ganzen Welt in Ihnen zu liegen, welche durch
　　die harmonische Bertihrung der Dichtkunst erregt und entwickelt･ｗiｒdｙ14≒　゛
「自然の大海からくみ取った」一一「人間性の自然・必然の大海からくみ取った」と言って良いで
あろう一一一一本当に優れた文学作品は，その中に人間の本来あるべき姿，即ち自然・普遍的な人間の
姿令持っている故に，その人間の姿に避追するこ.とによって，読む者の中に生来宿っている．全て
の人間がその巾に深く根を下している感情・能力が喚び醒され，解放されてくる．即ち，自己自身
の中に宿っていた自己自身の姿が喚び起されてくるのである．創造が生まれて.ぐるのである．芸術
の純粋なBildを通し,ての，またそれに川り，それに向かっての人間のBildungである.　　／
　Wilhelmは旅芸人達と行を共にし，城をあとにした後の道中，盗賊に襲われる．旅芸人達はこの
全責任をWilhelmに擦りつける．まことに卑劣なあさましい姿が展開される;だが主人公はこの
忘恩の恥ずべき人々の為に，最後まで，出来る限りの世話をしてやろうとの心情を尚持ち続ける．一
班薦状と旅費を与,えて，彼らをSerloの所に送りノ自分も傷が噺えるとす寸そのあとを追う７
Wilhelmのこの。die hohe Gesinnung“ は，半ばは我々が今まで見て来たような彼の生来の心９
性質から来ているごとは屁かだが，盗賊に娶われた後の彼の心の中には，アマツオーネの。heilig“
な姿が彼の心を高め，高貴にするものとして働いている．これ以後, Wilhelmの「憧れを知る心」
は，この静かな気高い女性を求め続ける．逆に言えば，この気高い女性が彼を引き寄せ高める導き
の星となるのである．
　一行を追ってWilhelmはSerloの所に行く. Serloは，その生活は全く外に向いているが，自，
分の職業に義務とかつ名誉の感覚を持っている，立派な「俳優」である．その妹Aurelieは一面
的であり，不自然であり，病的でさえあるが，常に高められた一途な，高貴な魂の持ち主であると
言える. Serloの元には, Wilhelmが今まで通って来た社会・世界よりも一段高い世界があると言
えよう．ここにおいてWilhelmヽは，芸術とShakespeareを，また自己を語ることが出来る良き
伺き手，理解者を見出す．より本質的には第七,･八巻で見出すのであるが，彼が無意識的に求めて
いたもの．「人間対人間の交わりの回復」を見出すのである．
　　　　　　　　　　普　　　　　　　　　共　　　　　　　　斗
　Wilhelmが朧気ながら自己の。Bildung“を意識的に求めて歩み出す段階にまでWilhelmの
歩みを辿って来たのであるが,今までの彼の無自覚的歩みの中に，既に｡Bildung“の土合と方向と
法則とが据えられていると見ることが出来よう. (1)土合とは，不断にdas Edle, das Gute, das
Wahreを執拗に追求する皆曝をその奥底に宿している彼の現存在である．土合とは，素材の面か
ら見れば，「自然」が彼に与えた，その広さ，豊首さ，深さにおいてはかり知れない生成・形成め
可能性を秘めた，彼の資質(Natur)の総体であろうが，核となるべきその本質の方から見れば，
土台とは，「das Edle, das Gute, das Wahre に向かって永遠に開かれている魂」とも言うこと．
が出来よう.
　（2）次に方向であるが，方向は既に土台中に刻印されていると言える．一体, das Edle, das
Gute, das Wahre とは何なのか．ゲーテの倫理は経験論的である．善とは，慣習として社会的に
規定されたSitteでは勿論ないし，何ら外的に規定された道徳律でも，教義でもない．またそれら
によって規定でき･るものでもない．概念化しても人間の認識に,とっては無意味なものである．善な
るものとは／具体的に生きる中で，実際に出合うことによって，その関係のただ中で経験的に知っ
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てゆくものである．この善なるものは，自由な開かれた魂Ｋのみ啓示される. Wilhelmは徹頭徹尾
非ドグマ的であり，徹頭徹尾存在を内的に生きる．また外に対しては，徹頭徹尾。iiinerweltlich“
である．投げ入れられた世界の中にあって, das Edle, das Gute, das Wahre を選び取るものは，
彼の「開かれた魂」それのみである．それは，関係的な表現を取るならば，「純粋な感情」;「一切の
人間的なものの共感」が選び取るとも言うことができる．この小説において, das Edle, das Gute,
das Wahre は全て，真のあるべき人間の姿一一しかしそれは静止的ではなく，不断に成りつつあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　ｊ　・　　　・る，かっ関係の内にあるBildであるｰを目的としており，それを成り立たせるものである．開
かれた魂にとって，あるいは純粋な人間的感情にとづて，いわぱ, das Edle, das Gute, das Wahre
が。Heimat“,である．このHeimatを見出した時yそれは生命と安息と浄福を見出す．この時，
そこにおいて人間は自己自身を見出し，自己自身となるのであ.る.･この開かれた魂の中に我々は
｡Bildung“の方向を見出す．　　　　　　　　　゛し　・　二
　（3）。Bildung“の法則もまたこの「開かれた魂」９中に埋め込まれでいる．開かれた魂を持った，
現存在がdas Edle, das Gute, das Wahre に出合う時，その避遁の相手に対して，現存在にお
いて。Sich-Entselbstigen“が生じる．　この自己放下を聶して,ｽ遊冶の対象の本質を海綿のごとく
吸収し，自己をその対象の次元まで高め，かつ対象の世界にまで広げてゆくことか出来る．開かれ
た魂を持つ現存在は，この「Sich-Enteslbstigenとその上昇よ作用を通して，自己を知りつつ（体
得しつつ），自己を形成してゆく．この現存在は破滅と堕落の危険性を常に負うているが，はかり
知れない形成可能性を持っている精神的素材であると言えよう.
・我々は今, ,,Bildung“の方向を選び取るものは.「開かれた魂」;「一切の人間的なるものの共感」，
　「純粋な感情」であることを知った．しかしここでいう「感情」’は，「感情が一切」と，自己の感情
だけに奉仕しているごとき感のあるSturm ｕndに）ｒａｎｇ＼晦代のゲーテにおける感情とは火なって
いる. Strum und Drang 時代の「感情」は「共にあること」がら，また世界から一歩外に立って
いる．自己の魂，自己の感情の燃焼である．しかし我々がとこでいう感情は「他者」を要求する．
開かれた魂と他者，あるいは世界との間に成立する感惜であ右.StｒｕJn und Drang 時代の世界は
●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　｀　　　／　　●　●’独白の世界に近いとすれば, Lehrjahreに於ては,．魂が他の魂を要求する対話の世界に移行してい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　ｉ　　　，ｋ　ｌる．従ってこの感情は，「共にあること」を，「人と人’との間に調和ある関係を打ち立てること」を
常に志向しているのである．より広くは，「個と社会,･づ吐界との調和ある関係」を志向しているの
である．故に。Bildung“は. (1)自己のAusbildungと, (2)丿自:己と世界との調和ある関係の樹立
という二側面を持っている．　　　　　　　　　　　＼　･‥　　　　　＼
　今一つ注意すべきことは，この小説のBildungに於て，義務や自覚的意志はほとんど考察の対
象にのぽってこないことである．人間の内なる本能と，那性あyるいは自覚的意志との葛藤・分裂は
問題になってこない･．どれは善とは何かに於て考察したごとく，ゲ，テの倫理が経験論的である所
から来ている. Schillerに於けるような｡du sollst" の問題を知らないと共に，また，キリ’スト教
か「霊」と「肉」としてとらえる，人間の永遠の分限・葛藤柴知らない．ゲーテは人間を分裂とし・
てとらえるよりは，人間を「一つの自然」としてとらえている．人間存在の中に，先験的に，「一
切の人間的なるものの共感」が，自然・必然のFormが刻印されているとの人間信頼から出発して
いると言えよう．西田幾太郎著「善の研究」に於け右よう｀に，意志をノ全人格の内面的統覚的要求
のごとくとらえるならば，我々がWilhelmにおげる土瞳憬」としてとらえ,たものと，西田幾太郎
めいう意志とはきわめて近似してくる．　　　　　　　　　，．
　今までのWilhelmの歩みの中に，我々はＢ岫ｕngの土台と方向と法則を見たのであるが，今
後は, Bildungが現実の生の諸相の中で，具体的にど汐ような形象(Bild)をとって現われてくる
かを見てゆきたいと思う．　　　　　　　　　　　　　　ヘレノｊ　　，･
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